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「
ポ
ン
ペ
の
よ
う
な
豊
か
な
人
間
性
と
倫
理
性
を
持
っ
た
国
際

医
療
人
の
育
成
」
と
い
う
目
標
が
心
に
宿
っ
た
の
は
平
成
元
年

よ
り
二
年
間
教
務
委
員
長
を
務
め
た
時
で
あ
る
。
医
の
こ
こ
ろ

を
社
会
に
学
ぶ
べ
く
、
長
崎
大
学
医
学
部
で
は
「
医
と
社
会
」

と
い
う
教
科
を
入
学
時
か
ら
臨
床
実
習
に
入
る
ま
で
の
間
に
置

い
て
い
る
。
医
療
に
は
深
い
人
間
理
解
が
欠
か
せ
な
い
・
患
者

や
社
会
の
痛
み
が
わ
か
る
医
師
を
育
て
る
た
め
に
医
と
社
会
に

「
医
療
と
人
間
」
と
「
医
哲
学
・
医
療
倫
理
」
を
法
医
学
の
中
園

一
郎
教
授
と
共
に
平
成
十
三
年
に
設
け
た
。
多
彩
な
講
師
陣
は

中
園
教
授
の
人
脈
に
よ
っ
て
い
る
。
医
の
こ
こ
ろ
を
先
人
の
足

跡
に
学
ぶ
べ
く
「
医
は
長
崎
か
ら
」
と
い
う
科
目
を
解
剖
学
の

小
路
武
彦
教
授
と
共
に
平
成
十
五
年
に
設
け
た
。
小
路
教
授
よ

Ⅱ
‐
２
医
の
こ
こ
ろ
を
先
人
の
足
跡
と
社
会

に
学
ぶ

相
川
忠
臣

長
崎
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
・

医
学
部
医
学
科
生
理
学
第
一

り
提
案
さ
れ
喜
ん
で
協
力
し
た
。

新
入
生
「
医
と
社
会
」
の
最
初
の
講
義
は
「
医
療
の
歴
史
と

医
の
倫
理
」
で
あ
る
。
南
蛮
医
学
を
伝
え
た
外
科
医
に
し
て
修

道
士
の
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
は
病
を
治
す
だ
け
で
な
く

心
を
癒
す
理
想
の
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
、
近
代
医
学
教
育
の
父

ボ
ン
ベ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
の
養
生
所
で
の

患
者
中
心
の
医
療
と
彼
の
医
戒
で
本
学
の
校
是
と
し
て
い
る

「
医
師
は
自
分
自
身
の
も
の
で
は
な
く
、
病
め
る
人
の
も
の
で
あ

る
」
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。
「
医
学
は
長
崎
か
ら
」
は
新
入
生

を
対
象
と
し
て
い
る
。
南
蛮
医
学
、
出
島
の
医
学
史
と
ポ
ン
ペ

の
医
学
伝
習
に
つ
い
て
の
総
論
五
回
、
各
教
科
の
教
授
に
よ
る

各
論
七
回
と
か
ら
な
る
。
そ
の
目
的
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

一
、
長
崎
の
医
学
の
歴
史
を
学
び
、
未
来
の
医
学
も
長
崎
か

ら
発
展
さ
せ
る
と
い
う
夢
と
気
概
を
育
く
む
。

二
、
医
学
を
開
拓
し
た
偉
人
の
考
え
方
や
生
き
方
を
学
ん
で

学
問
の
進
め
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
読
後
の
医
学
の
未
来
」
の
よ
う
な
未
来
を
見

つ
め
た
講
義
も
あ
る
。
「
医
と
社
会
・
医
療
と
人
間
」
を
二
年
生

後
期
に
置
い
て
い
る
。
「
人
の
心
の
発
達
」
、
「
性
と
生
」
、
「
高
齢
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期
を
生
き
る
」
の
人
の
一
生
の
各
区
分
と
「
医
療
人
と
患
者
及

び
家
族
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
患
者
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士

と
第
一
線
で
活
躍
す
る
医
療
人
に
よ
る
講
義
が
あ
る
。
人
の
一

生
を
傭
腋
し
人
間
理
解
を
深
め
る
講
義
が
あ
っ
た
後
、
学
生
自

ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
で
調
査
を
行
い
、
そ

の
発
表
会
を
行
っ
て
い
る
。
二
年
生
後
期
に
午
後
三
時
間
十
二

回
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
学
習
目
的
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

一
、
病
め
る
人
と
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
え
、

病
気
を
診
る
だ
け
で
な
く
病
め
る
人
の
心
と
お
か
れ
て
い
る

環
境
を
洞
察
し
う
る
医
師
を
育
成
す
る
。

二
、
病
気
を
治
療
す
る
だ
け
で
な
く
医
療
チ
ー
ム
や
家
族
と
力

を
合
わ
せ
、
患
者
の
家
庭
や
社
会
へ
の
復
帰
と
社
会
の
偏
見

を
克
服
し
て
患
者
の
社
会
参
加
を
真
筆
に
め
ざ
す
医
師
を
育

成
す
る
。

三
、
三
年
後
期
に
実
施
さ
れ
る
診
療
所
・
老
健
施
設
体
験
実
習

と
五
年
生
臨
床
実
習
で
行
わ
れ
る
離
島
医
療
・
地
域
保
健
実

習
（
一
週
七
人
づ
つ
全
員
を
離
島
に
派
遣
、
昨
年
の
Ｇ
Ｐ
に

採
択
さ
れ
た
）
の
前
教
育
。

「
医
と
社
会
・
医
哲
学
、
医
療
倫
理
」
を
三
年
後
期
に
置
い
て
い

る
。
平
成
十
三
年
よ
り
毎
年
医
療
倫
理
の
専
門
家
を
招
き
集
中
講

義
を
御
願
い
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
招
き
今
年
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
予
定
し

て
い
る
（
三
時
間
二
回
）
。
大
学
院
生
の
た
め
の
よ
り
臨
床
的
な
医

療
倫
理
の
講
義
（
三
時
固
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
集
中

講
義
の
前
に
今
年
は
「
医
療
倫
理
入
門
」
、
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ス

ラ
ー
先
生
に
学
ぶ
」
、
「
生
命
倫
理
と
臨
床
」
の
三
講
義
が
行
わ
れ

た
。
ド
イ
ツ
で
は
医
療
倫
理
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
医
史
学
者
が
立
案

す
る
事
が
多
い
。
ナ
チ
の
呪
縛
か
ら
今
な
お
抜
き
き
れ
ず
保
守
的

で
、
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
に
抵
抗
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
安
楽
死

法
案
が
国
会
を
通
り
、
革
新
的
で
あ
る
。
多
人
種
が
住
み
、
教
会

は
強
く
な
い
。
人
生
楽
し
く
な
け
れ
ば
生
き
て
い
る
甲
斐
が
な
い

と
感
じ
る
国
民
性
で
あ
る
。
医
療
倫
理
の
全
て
が
万
国
共
通
で
あ

る
わ
け
で
な
く
、
国
独
自
の
文
化
や
思
想
に
影
響
さ
れ
る
部
分
も

多
い
と
感
じ
た
。
そ
の
国
独
自
の
文
化
と
医
学
の
歴
史
が
あ
り
、

医
哲
学
が
あ
っ
て
そ
の
国
の
医
療
倫
理
が
あ
る
。
し
か
し
日
本
で

は
医
哲
学
や
医
史
学
の
講
座
を
置
く
の
は
こ
れ
ま
で
稀
で
あ
っ
た

の
に
、
最
近
続
々
と
医
療
倫
理
関
連
講
座
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
輸
入
す
れ
ば
事
済
む
の
か
、
危
倶
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。


